
朝のひとときに、新たなビジネスチャンスを。

Takasaki Morning Pitch
主催：有限責任監査法人 トーマツ 高崎連絡事務所
共催：高崎市、高崎商工会議所、高崎信用金庫
後援：独立行政法人 中小企業基盤整備機構 関東本部、群馬県

公益財団法人 群馬県産業支援機構、株式会社 日本政策金融公庫 前橋支店・高崎支店
群馬テレビ 株式会社、株式会社 上毛新聞社

第３２回

どなたでもご参加いただけます。

新しいビジネスをお考えの経営者や経営企画ご担当の皆様、

高崎での新しいビジネスにご興味をお持ちの方、

金融機関や公共団体の皆様、是非ご参加ください。

Takasaki Morning Pitchとは

高崎市内を中心に、大企業やベンチャー企業をはじめとする民間企業、金融機関、公的団体が集う場を創出することで、新たな

取引や提携を促し、高崎市ならびに群馬県経済の活性化を図ることを目的としています。

新規事業を成功に導くためには、新規事業者ご本人のアイデアと努力が重要なのはもちろんです。しかし、これに加え、新たな

アイデアを求める企業や新規の投融資先を求める金融機関、公的な支援を行う公的団体が一堂に会し、その中で新規事業者が

Pitchを行い、ビジネスマッチングや支援策についてワンストップで知恵を出し合えば、新たな取引や提携が促進され、成功のチャ

ンスは広がると考えられます。「Takasaki Morning Pitch」はそういう場になることを目指しています。

当日プログラム

お問合せ

申込み方法 以下のサイトよりお申込みください。

有限責任監査法人トーマツ 高崎連絡事務所
TEL：080-3458-1208(木島携帯) 027-320-6061(代表番号)
MAIL：takasaki_seminar@tohmatsu.co.jp
担当：木島（きじま）、清水（しみず）、鷲澤（わしざわ）

9:00 ～ 9:10 ご挨拶

9:10 ～ 9:20 高崎先進事例紹介

株式会社ハイノート 代表取締役社長 大河原 睦 様

9:20 ～ 10:20 ピッチ（ベンチャー企業等によるプレゼンテーション）

1人15分（発表：5分、質疑：10分）×4名

10:20～ 10:30 閉会の挨拶     

10:30～ 11:00 交流会

※Webよりお申し込みができない場合は、セミナー事務局までご連絡ください。

日時 202６年７月９日（木） 9:00～11:00

開催会場 高崎市産業創造館
高崎市下之城町584番地70 ℡：027-320-2821 http://www.sansoukan.jp/04_access/

参加料 無料 （定員：100名）

https://forms.gle/Jdc5LyZjimyMrki7A



登壇者のご紹介

フォーストリングスジャパン
合同会社

代表/CEO 佐藤 昌彦 様

日本の「モノ」を世界へ！越境EC×現地マーケで海外販路を切り拓く

「良いモノを作っているのに、海外への売り方が分からない」——そんな日本企業の声に応えるのが
FOUR STRINGS JAPANです。群馬県を拠点に、越境ECプラットフォーム構築から、海外向け
マーケティング戦略、物流・通関対応まで、海外販売に必要なすべてをワンストップでサポート。10年
間でありとあらゆる日本製品の越境EC運営で培った実践ノウハウを活かし、「売れる仕組み」を一緒に
作り上げます。

提携ニーズ：海外市場への販路拡大を検討しているメーカー・小売業者、越境EC・海外マーケ
ティングに課題を感じている中小企業、日本製品の海外展開に関心のある業種であれば幅広く対
応可能です。

(有)石井設備サービス
代表取締役 石井 洋志 様

バイオマスのメタン発酵プラント向け 機器開発

畜産ふん尿や食品残差といったバイオマスを発酵させてメタンガスを生み出すバイオガスプラント。エネル
ギー価格の上昇により注目度が上がっています。しかし、プラントを構成する機器の多くが海外製という
現状があります。日本の現場の実情に合わせた処理ユニットを開発・提供していきます。

提携ニーズ：全国のバイオガスプラントを設計施工するエンジニアリング会社、運転中・新設・更新
計画中の事業者、金融機関と販路・連携機会の拡大を目指しています。

十文字ヴィレッジ株式会社
代表取締役
飯野 陽彦 様

食べるものを守るためにできること

人が生きるためには絶対に必要な食。その食を作り出す土を守り活かす事業に取り組んでいます。

野菜を栽培し販売するだけでなく、地域の特性を活かして様々な取り組みをご紹介します。

提携ニーズ：農業を通じて日本の食を盛り上げたい方、企業様。
新鮮な野菜をいつでも食べたい個人の方

株式会社ルリカラクサ
代表 水野 勝 様

災害対応と平時活用を両立するソーラー充電事業

本事業は、ソーラーパネルとポータブル電源を活用し、観光地や地域イベント、スポーツ大会、コンサー
ト会場などでスマートフォン充電サービスを提供する取り組みです。平時は来場者の利便性向上や環
境配慮型サービスとして運用し、災害時には被災地や避難所へ機材を移動し、停電時の電源確保
や情報取得支援に活用します。平時利用と防災機能を両立することで、持続可能な地域防災インフ
ラの構築を目指します。

提携ニーズ：高崎市、群馬県などの公共団体、観光協会、イベント主催者
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